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分
を
す
る
よ
う
求
め
る
是
正
の
指
示
を

し
た
と
こ
ろ
、
上
告
人
が
本
件
指
示
の

取
消
し
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た

が
、本
件
指
示
は
適
法
で
あ
る
と
し
て
、

上
告
人
の
請
求
を
棄
却
し
た
一
審
の
判

断
の
取
消
し
を
求
め
る
上
告
審
に
お
い

て
、
地
方
自
治
法
第
２
４
５
条
の
７
第

１
項
は
、
各
省
大
臣
は
都
道
府
県
の
法

定
受
託
事
務
の
処
理
が
法
令
の
規
定
に

違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
必
要

な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規

定
し
、
漁
業
法
第
65
条
第
２
項
第
１
号

等
に
よ
り
法
定
受
託
事
務
に
該
当
し
、

都
道
府
県
知
事
は
具
体
的
な
措
置
を
と

る
こ
と
が
で
き
、
上
告
人
の
漁
業
調
整

規
則
第
41
条
第
１
項
に
基
づ
く
特
別
採

捕
許
可
に
関
す
る
知
事
の
判
断
は
、
裁

量
権
の
範
囲
の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
に

当
た
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
地

方
自
治
法
第
２
４
５
条
の
７
第
１
項
所

定
の
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
に
該
当
す
る
と
言

え
、
本
件
指
示
の
時
点
で
、
上
告
人
に

お
い
て
本
件
各
申
請
の
内
容
に
必
要
性

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
し

た
こ
と
は
、
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
又

は
そ
の
濫
用
に
当
た
る
と
認
め
ら
れ
、
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地
方
自
治
法
２
５
１
条
の
５

に
基
づ
く
違
法
な
国
の
関
与

（
是
正
の
指
示
）
の
取
消
請

求
事
件

最
高
裁
第
三
小
法
廷　

令
和
３
年
７
月

６
日
判
決　

令
和
３
年
（
行
ヒ
）
第
76

号裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

一
審　

福
岡
高
裁
那
覇
支
部　

令
和
３

年
２
月
３
日
判
決　

令
和
２
年（
行
ケ
）

第
１
号

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

自
治
体
敗
訴

（
要
旨
）

被
上
告
人
は
、
沖
縄
県
名
護
市
辺
野

古
沿
岸
域
に
飛
行
場
を
設
置
す
る
た
め

の
公
有
水
面
の
埋
立
て
に
関
し
、
埋
立

区
域
内
に
生
息
す
る
造
礁
さ
ん
ご
類
を

埋
立
区
域
外
に
移
植
す
る
こ
と
を
内
容

と
す
る
採
捕
の
許
可
を
求
め
る
２
件
の

申
請
を
し
た
が
、
上
告
人
は
何
ら
の
処

分
を
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
法
定

受
託
事
務
の
処
理
が
法
令
の
規
定
に
違

反
す
る
な
ど
と
し
て
、
本
件
各
許
可
処

一
審
判
断
は
是
認
で
き
る
と
し
た
事
例

で
あ
る
。
な
お
、
２
名
の
裁
判
官
の
反

対
意
見
が
あ
る
。

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

第
１　

事
案
の
概
要
等

１　

沖
縄
防
衛
局
は
、
普
天
間
飛
行

場
の
代
替
施
設
を
沖
縄
県
名
護
市
辺
野

古
沿
岸
域
に
設
置
す
る
た
め
の
公
有
水

面
の
埋
立
て
（
以
下
「
本
件
埋
立
事
業
」

と
い
う
。）
に
関
し
、
沖
縄
県
漁
業
調

整
規
則
（
昭
和
47
年
沖
縄
県
規
則
第

１
４
３
号
。
令
和
２
年
沖
縄
県
規
則
第

53
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。以
下「
本

件
規
則
」
と
い
う
。）
41
条
に
基
づ
き
、

上
告
人
に
対
し
、
埋
立
区
域
内
に
生
息

す
る
造
礁
さ
ん
ご
類
を
埋
立
区
域
外
に

移
植
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
採
捕
の

許
可
を
求
め
る
２
件
の
申
請（
以
下「
本
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礁
さ
ん
ご
類
を
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い

旨
を
規
定
す
る
が
（
33
条
２
項
）、
試

験
研
究
等
の
た
め
の
水
産
動
植
物
の
採

捕
に
係
る
知
事
の
許
可
（
以
下
「
特
別

採
捕
許
可
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
者

が
行
う
当
該
試
験
研
究
等
に
つ
い
て

は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の

と
し
て
い
る
（
41
条
１
項
）。
同
条
２

項
は
、
特
別
採
捕
許
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
は
、
所
定
の
申
請
書
を
知
事
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定

す
る
。

沖
縄
県
知
事
は
、
特
別
採
捕
許
可
の

申
請
に
つ
い
て
、
標
準
処
理
期
間
（
行

政
手
続
法
６
条
）
を
45
日
と
定
め
る
と

と
も
に
、
申
請
内
容
に
必
要
性
と
妥
当

性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
等
を
内
容
と
す

る
審
査
基
準
（
同
法
５
条
。
以
下
、
同

審
査
基
準
を
「
本
件
審
査
基
準
」
と
い

う
。）
を
定
め
た
上
、
こ
れ
ら
を
公
に

し
て
い
る
。

（
２
）
さ
ん
ご
類
は
、
さ
ん
ご
礁
の

形
成
に
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
漁
業
の
対
象
と
な
る
生
物
の
生

息
場
所
等
と
し
て
機
能
し
、
周
辺
の
水

産
資
源
の
保
護
、
漁
場
の
形
成
等
の
点

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
さ

ん
ご
類
の
移
植
に
つ
い
て
は
、
移
植
後

の
生
残
率
は
高
く
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
沖
縄
県
に
お
い
て
は
移
植
か
ら
４

年
後
の
生
残
率
が
20
％
以
下
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
る
。

（
３
）
国
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍

隊
が
使
用
す
る
沖
縄
県
宜
野
湾
市
所
在

の
普
天
間
飛
行
場
に
つ
き
、
同
国
と
の

間
で
、
一
定
の
措
置
を
講
じ
た
後
に
返

還
さ
れ
る
旨
を
合
意
し
、
そ
の
後
、
同

飛
行
場
の
代
替
施
設
を
名
護
市
辺
野
古

沿
岸
域
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
４
）
沖
縄
防
衛
局
は
、
名
護
市
辺

野
古
の
辺
野
古
崎
地
区
及
び
こ
れ
に
隣

接
す
る
水
域
（
以
下
、こ
の
水
域
を
「
本

件
水
域
」
と
い
う
。）
に
上
記
代
替
施

設
を
設
置
す
る
た
め
、
平
成
25
年
３
月

22
日
、
沖
縄
県
知
事
に
対
し
、
本
件
水

域
の
公
有
水
面
の
埋
立
て
（
本
件
埋
立

事
業
）
の
承
認
を
求
め
て
、
公
有
水
面

埋
立
承
認
願
書
を
提
出
し
た
（
以
下
、

こ
の
出
願
を
「
本
件
埋
立
出
願
」
と
い

う
。）。
同
願
書
に
添
付
さ
れ
た
環
境
保

全
に
関
し
講
ず
る
措
置
を
記
載
し
た
図

書
（
以
下
「
本
件
図
書
」
と
い
う
。）
は
、

本
件
埋
立
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価

書
（
環
境
影
響
評
価
法
等
に
基
づ
い
て

業
調
整
の
た
め
、
水
産
動
植
物
の
採
捕

に
関
す
る
制
限
又
は
禁
止
に
関
し
て
必

要
な
規
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨

を
規
定
す
る
。
水
産
資
源
保
護
法
（
平

成
30
年
法
律
第
95
号
に
よ
る
改
正
前
の

も
の
。以
下
同
じ
。）４
条
２
項
１
号
は
、

都
道
府
県
知
事
は
、
水
産
資
源
の
保
護

培
養
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
関
す

る
制
限
又
は
禁
止
に
関
し
て
、
規
則
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
す
る

（
以
下
、上
記
の
各
規
定
を
併
せ
て
「
漁

業
法
65
条
２
項
１
号
等
」
と
い
い
、
漁

業
法
及
び
水
産
資
源
保
護
法
を
併
せ
て

「
漁
業
法
等
」
と
い
う
。）。

漁
業
法
65
条
２
項
１
号
等
に
よ
り
都

道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
事
務
は
、法
定
受
託
事
務
で
あ
る（
地

方
自
治
法
２
条
９
項
１
号
、
漁
業
法

１
３
７
条
の
３
第
１
項
１
号
、
水
産
資

源
保
護
法
35
条
）。

イ　

本
件
規
則
は
、
漁
業
法
等
そ
の

他
漁
業
に
関
す
る
法
令
と
あ
い
ま
っ

て
、
沖
縄
県
に
お
け
る
水
産
資
源
の
保

護
培
養
、
漁
業
取
締
り
そ
の
他
漁
業
調

整
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
（
１
条
）。
本
件
規
則
は
、
造

件
各
申
請
」
と
い
う
。）
を
し
た
が
、

上
告
人
は
何
ら
の
処
分
も
し
な
か
っ

た
。
被
上
告
人
は
、
本
件
各
申
請
を
許

可
す
る
旨
の
処
分
（
以
下
「
本
件
各
許

可
処
分
」
と
い
う
。）
を
し
な
い
沖
縄

県
の
法
定
受
託
事
務
の
処
理
が
法
令
の

規
定
に
違
反
す
る
な
ど
と
し
て
、
同
県

に
対
し
、
地
方
自
治
法
２
４
５
条
の
７

第
１
項
に
基
づ
き
、
本
件
各
許
可
処
分

を
す
る
よ
う
求
め
る
是
正
の
指
示
（
以

下
「
本
件
指
示
」
と
い
う
。）
を
し
た
。

本
件
は
、
上
告
人
が
、
本
件
指
示
は

違
法
な
国
の
関
与
に
当
た
る
と
主
張
し

て
、
地
方
自
治
法
２
５
１
条
の
５
第
１

項
に
基
づ
き
、
被
上
告
人
を
相
手
に
、

本
件
指
示
の
取
消
し
を
求
め
る
事
案
で

あ
る
。
原
審
は
、
上
記
法
定
受
託
事
務

の
処
理
が
法
令
の
規
定
に
違
反
し
、
本

件
指
示
は
適
法
で
あ
る
と
し
て
、
上
告

人
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。（

１
）
ア　

漁
業
法
（
平
成
30
年
法

律
第
95
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
。
以

下
同
じ
。）
65
条
２
項
１
号
は
、
都
道

府
県
知
事
は
、
漁
業
取
締
り
そ
の
他
漁
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作
成
さ
れ
た
も
の
）
を
踏
ま
え
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
図

書
に
は
、
本
件
水
域
内
に
生
息
す
る
さ

ん
ご
類
に
つ
い
て
、
避
難
措
置
と
し
て

適
切
な
場
所
に
移
植
を
行
う
旨
が
記
載

さ
れ
て
い
た
。

当
時
の
沖
縄
県
知
事
は
、
本
件
埋
立

出
願
に
つ
き
、
公
有
水
面
埋
立
法
４
条

１
項
各
号
の
要
件
に
適
合
す
る
と
判
断

し
て
、
平
成
25
年
12
月
27
日
、
同
法
42

条
１
項
に
基
づ
く
承
認
（
以
下
「
本
件

埋
立
承
認
」
と
い
う
。）
を
し
た
。

（
５
）
沖
縄
防
衛
局
が
本
件
埋
立
承

認
の
後
に
実
施
し
た
土
質
調
査
の
結

果
、
本
件
水
域
の
う
ち
辺
野
古
崎
の
東

側
部
分（
以
下「
大
浦
湾
側
」と
い
う
。）

に
お
け
る
大
半
の
水
域
の
地
盤
が
軟
弱

で
あ
る
こ
と
が
、
平
成
30
年
頃
ま
で
に

判
明
し
た
（
以
下
、
こ
の
水
域
を
「
本

件
軟
弱
区
域
」
と
い
う
。）。
こ
の
結
果

を
受
け
て
、
同
局
は
、
本
件
軟
弱
区
域

に
つ
い
て
、
本
件
埋
立
出
願
の
願
書
に

記
載
さ
れ
た
設
計
の
概
要
に
含
ま
れ
て

い
な
い
内
容
の
地
盤
改
良
工
事
（
以
下

「
本
件
地
盤
工
事
」
と
い
う
。）
を
追
加

し
て
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

（
６
）
沖
縄
県
副
知
事
は
、
平
成
30

岸
造
成
工
事
（
以
下
「
本
件
護
岸
工
事
」

と
い
う
。）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
箇
所

又
は
そ
の
近
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
。

イ　

上
告
人
は
、
本
件
各
申
請
に
つ

い
て
、
本
件
審
査
基
準
に
い
う
申
請
内

容
の
必
要
性
及
び
妥
当
性
が
あ
る
か
否

か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど

と
し
て
、
特
別
採
捕
許
可
の
申
請
に
係

る
標
準
処
理
期
間
を
経
過
し
た
後
も
何

ら
の
処
分
も
し
て
い
な
い
。

ウ　

漁
業
法
等
を
所
管
す
る
大
臣
で

あ
る
被
上
告
人
は
、
本
件
各
許
可
処
分

を
し
な
い
沖
縄
県
の
法
定
受
託
事
務
の

処
理
が
、
漁
業
法
65
条
２
項
１
号
等
に

違
反
す
る
な
ど
と
し
て
、
令
和
２
年
２

月
28
日
付
け
で
、
同
県
に
対
し
、
地
方

自
治
法
２
４
５
条
の
７
第
１
項
に
基
づ

き
、
７
日
以
内
に
本
件
各
許
可
処
分
を

す
る
よ
う
求
め
る
本
件
指
示
を
し
た
。

（
８
）
沖
縄
防
衛
局
は
、
令
和
２
年

４
月
21
日
付
け
で
、
沖
縄
県
知
事
に
対

し
、
公
有
水
面
埋
立
法
42
条
３
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
13
条
ノ
２
第
１
項

に
基
づ
き
、
本
件
埋
立
事
業
に
係
る
設

計
の
概
要
に
つ
い
て
、
本
件
地
盤
工
事

を
追
加
す
る
旨
の
変
更
の
承
認
の
申
請

（
以
下
「
本
件
変
更
申
請
」
と
い
う
。）

年
８
月
31
日
、
沖
縄
県
知
事
の
職
務
代

理
者
の
委
任
に
基
づ
き
、
沖
縄
防
衛
局

に
対
し
、
上
記
（
５
）
の
事
情
に
よ
り

本
件
埋
立
事
業
が
公
有
水
面
埋
立
法
４

条
１
項
１
号
及
び
２
号
の
各
要
件
に
適

合
し
て
い
な
い
こ
と
等
を
理
由
と
し

て
、本
件
埋
立
承
認
を
取
消
し
た
。も
っ

と
も
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
地
方
自
治

法
２
５
５
条
の
２
第
１
項
に
基
づ
く
沖

縄
防
衛
局
の
審
査
請
求
を
受
け
て
、
平

成
31
年
４
月
５
日
付
け
で
、
上
記
の
本

件
埋
立
承
認
の
取
消
し
を
取
り
消
す
旨

の
裁
決
を
し
た
。

（
７
）
ア　

沖
縄
防
衛
局
は
、
平
成

31
年
４
月
26
日
及
び
令
和
元
年
７
月
22

日
、
上
告
人
に
対
し
、
本
件
埋
立
事
業

に
係
る
環
境
影
響
評
価
書
に
基
づ
く
環

境
保
全
措
置
（
造
礁
さ
ん
ご
類
の
移
植

技
術
に
関
す
る
試
験
研
究
）
の
実
施
を

目
的
と
し
て
、
大
浦
湾
側
に
生
息
す
る

合
計
約
３
万
９
５
９
０
群
体
の
小
型
さ

ん
ご
類
（
以
下
「
本
件
さ
ん
ご
類
」
と

い
う
。）
を
本
件
水
域
外
の
近
隣
の
水

域
に
移
植
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
特

別
採
捕
許
可
の
申
請
（
本
件
各
申
請
）

を
し
た
。
本
件
さ
ん
ご
類
の
具
体
的
な

生
息
場
所
は
、
本
件
軟
弱
区
域
外
の
護

を
し
た
。

（
９
）
上
告
人
は
、
本
件
指
示
に
不

服
が
あ
る
と
し
て
、
令
和
２
年
３
月
30

日
付
け
で
、
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会

に
対
し
、
地
方
自
治
法
２
５
０
条
の
13

第
１
項
に
基
づ
く
審
査
の
申
出
を
し
た

が
、
同
年
６
月
19
日
付
け
で
、
本
件
指

示
が
違
法
で
な
い
と
認
め
る
旨
の
審
査

の
結
果
の
通
知
を
受
け
た
。上
告
人
は
、

こ
れ
に
不
服
が
あ
る
と
し
て
、
同
年
７

月
22
日
、
同
法
２
５
１
条
の
５
第
１
項

１
号
に
基
づ
き
、
本
件
訴
え
を
提
起
し

た
。第

２　

上
告
代
理
人
加
藤
裕
ほ
か
の

上
告
受
理
申
立
て
理
由
第
２
点
に
つ
い

て
１　

所
論
は
、
仮
に
沖
縄
県
知
事
の

特
別
採
捕
許
可
を
し
な
い
対
応
に
瑕
疵

が
あ
る
と
し
て
も
、
本
件
規
則
と
い
う

都
道
府
県
規
則
に
違
反
す
る
に
と
ど
ま

り
、
漁
業
法
65
条
２
項
１
号
等
の
法
令

に
は
違
反
し
な
い
か
ら
、
地
方
自
治
法

２
４
５
条
の
７
第
１
項
所
定
の
法
令
違

反
が
成
立
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

２
（
１
）
地
方
自
治
法
２
４
５
条
の

７
第
１
項
は
、
国
家
行
政
組
織
法
５
条
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１
項
に
規
定
す
る
各
省
大
臣
等
は
、
所

管
す
る
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令

に
係
る
都
道
府
県
の
法
定
受
託
事
務
の

処
理
が
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
に

対
し
、
当
該
法
定
受
託
事
務
の
処
理
に

つ
い
て
違
反
の
是
正
又
は
改
善
の
た
め

に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
し
、
必
要
な
指

示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
す

る
。
そ
し
て
、
前
記
第
１
の
２
（
１
）

の
と
お
り
、
漁
業
法
65
条
２
項
１
号
等

に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
事
務
は
法
定
受
託
事
務
に

該
当
す
る
と
こ
ろ
、
漁
業
法
65
条
２
項

１
号
等
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事

は
、
漁
業
調
整
や
水
産
資
源
の
保
護
培

養
の
た
め
、
水
産
動
植
物
の
採
捕
の
制

限
又
は
禁
止
に
関
し
て
必
要
な
規
則
を

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

漁
業
法
65
条
２
項
１
号
等
の
趣
旨
を

検
討
す
る
と
、
海
そ
の
他
の
公
共
の
用

に
供
す
る
水
面
に
つ
い
て
は
、
水
産
資

源
の
保
護
培
養
を
図
る
と
と
も
に
（
水

産
資
源
保
護
法
１
条
）、
そ
の
総
合
的

な
利
用
に
よ
り
漁
業
生
産
力
を
発
展
さ

せ
る
た
め
（
漁
業
法
１
条
）、
本
来
、

び
こ
れ
に
基
づ
く
行
政
庁
の
個
別
具
体

的
な
措
置
の
双
方
に
よ
り
、
前
記
の
漁

業
法
等
の
目
的
に
従
っ
て
水
産
動
植
物

の
採
捕
を
制
限
し
又
は
禁
止
す
る
こ
と

と
す
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ

る
。（

２
）
本
件
規
則
は
、
漁
業
法
等
そ

の
他
漁
業
に
関
す
る
法
令
と
あ
い
ま
っ

て
、
沖
縄
県
に
お
け
る
水
産
資
源
の
保

護
培
養
、
漁
業
調
整
等
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
（
１
条
）、
造
礁
さ
ん
ご
類

の
採
捕
を
全
面
的
に
禁
止
し
つ
つ
（
33

条
２
項
）、
知
事
か
ら
個
別
の
特
別
採

捕
許
可
を
受
け
た
者
が
行
う
試
験
研
究

等
に
限
り
、
そ
の
禁
止
を
例
外
的
に
解

除
す
る
こ
と
と
し
て
い
る（
41
条
１
項
）。

上
記
の
特
別
採
捕
許
可
に
関
す
る
判

断
は
、
本
件
規
則
41
条
１
項
の
文
言
に

加
え
て
、
上
記
（
１
）
で
述
べ
た
漁
業

法
65
条
２
項
１
号
等
の
趣
旨
か
ら
す
れ

ば
、
水
産
資
源
の
保
護
等
に
関
す
る
専

門
技
術
的
な
知
見
を
踏
ま
え
て
、
当
該

申
請
に
関
す
る
諸
般
の
事
情
を
総
合
的

に
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
法
等
の

目
的
等
を
勘
案
し
た
知
事
の
裁
量
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
が
、
裁
量
権
の
範
囲
の

逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
に
当
た
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
本
件
規
則
41
条
１
項

に
違
反
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
法
65
条

２
項
１
号
等
に
も
違
反
す
る
こ
と
と
な

る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

３　

し
た
が
っ
て
、
本
件
規
則
41
条

１
項
に
基
づ
く
特
別
採
捕
許
可
に
関
す

る
沖
縄
県
知
事
の
判
断
は
、
裁
量
権
の

範
囲
の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
に
当
た
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
地
方
自
治

法
２
４
５
条
の
７
第
１
項
所
定
の
法
令

の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
所
論
の
点
に
関
す
る
原
審
の
判

断
は
、
以
上
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し

て
、
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
３　

上
告
代
理
人
加
藤
裕
ほ
か
の

上
告
受
理
申
立
て
理
由
第
１
点
（
た
だ

し
、
排
除
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）
に

つ
い
て

１　

原
審
は
、
本
件
指
示
の
時
点
で

上
告
人
が
本
件
各
許
可
処
分
を
し
て
い

な
い
こ
と
が
、
漁
業
法
65
条
２
項
１
号

等
に
違
反
す
る
か
ら
、
本
件
指
示
は
適

法
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
所
論
は
、
こ

の
上
告
人
の
対
応
は
、
本
件
各
申
請
の

内
容
に
本
件
審
査
基
準
に
い
う
必
要
性

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ

広
域
的
な
水
産
資
源
の
適
正
な
管
理
に

つ
き
責
務
を
有
す
る
国
に
お
い
て
、
そ

の
利
用
を
制
限
し
又
は
禁
止
す
る
措
置

等
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。も
っ
と
も
、

都
道
府
県
の
区
域
ご
と
に
講
ず
べ
き
措

置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
一
律
に

規
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、ま
た
、

具
体
的
な
事
情
に
応
じ
て
随
時
変
更
す

る
こ
と
を
要
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う

性
質
が
あ
る
た
め
、
漁
業
法
65
条
２
項

１
号
等
は
、
当
該
措
置
に
関
す
る
規
定

を
都
道
府
県
知
事
の
定
め
る
規
則
に
委

ね
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
漁
業
法
65
条
２
項
１
号

等
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
規
則
を
定

め
る
に
当
た
り
、
水
産
資
源
の
保
護
等

に
関
す
る
専
門
技
術
的
な
知
見
を
踏
ま

え
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
即
し
た
妥

当
な
措
置
が
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る

た
め
、
当
該
措
置
を
個
別
の
事
案
ご
と

に
行
政
庁
の
裁
量
判
断
に
委
ね
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。こ

の
よ
う
に
、
漁
業
法
等
に
係
る
都

道
府
県
の
法
定
受
託
事
務
の
処
理
に
つ

い
て
定
め
る
漁
業
法
65
条
２
項
１
号
等

は
、
都
道
府
県
知
事
の
定
め
る
規
則
及
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る
の
で
あ
っ
て
、
上
記
の
規
定
に
違
反

す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
原
審
の
上

記
判
断
に
は
法
令
の
解
釈
適
用
の
誤
り

が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

２　

前
記
第
２
に
よ
れ
ば
、
被
上
告

人
は
、
上
告
人
に
お
い
て
本
件
規
則
41

条
１
項
に
基
づ
き
本
件
各
許
可
処
分
を

し
な
い
こ
と
が
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱

又
は
そ
の
濫
用
に
当
た
る
と
認
め
ら
れ

る
の
で
な
け
れ
ば
、
沖
縄
県
に
対
し
、

こ
の
法
定
受
託
事
務
の
処
理
が
漁
業
法

65
条
２
項
１
号
等
の
規
定
に
違
反
し
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
、
地
方
自
治
法

２
４
５
条
の
７
第
１
項
に
基
づ
き
本
件

各
許
可
処
分
を
す
べ
き
旨
の
指
示
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
解
さ
れ

る
。そ

し
て
、
前
記
第
２
の
２
（
１
）
で

述
べ
た
漁
業
法
65
条
２
項
１
号
等
の
趣

旨
等
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
規
則
41
条

１
項
に
基
づ
く
特
別
採
捕
許
可
に
関
す

る
知
事
の
判
断
は
、
こ
れ
が
裁
量
権
の

行
使
と
し
て
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し

た
上
で
、
そ
の
判
断
要
素
の
選
択
や
判

断
過
程
に
合
理
性
を
欠
く
と
こ
ろ
が
な

い
か
を
検
討
し
、
重
要
な
事
実
の
基
礎

を
欠
く
場
合
、
又
は
社
会
通
念
に
照
ら

１
項
）
に
よ
る
埋
立
て
で
あ
っ
て
も
、

環
境
保
全
上
の
問
題
を
含
め
、
埋
立
て

に
よ
り
周
囲
に
生
ず
る
支
障
の
有
無
等

に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
通

じ
た
都
道
府
県
知
事
の
審
査
を
経
る
の

が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
に
あ

る
。
そ
う
す
る
と
、
国
の
官
庁
は
、
都

道
府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
て
初
め

て
、
埋
立
て
を
適
法
に
実
施
し
得
る
地

位
を
得
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
国
が
行
う
埋
立
て
に
係
る
設

計
の
概
要
の
変
更
に
つ
い
て
、
都
道
府

県
知
事
は
、
正
当
の
事
由
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
承
認
を
し
た
埋
立
て
に

関
し
て
設
計
の
概
要
の
変
更
の
承
認

（
以
下
「
変
更
承
認
」
と
い
う
。）
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
変
更
承
認
に
関
し
て

公
有
水
面
埋
立
法
４
条
１
項
の
規
定
を

準
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
42
条

３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
13
条
ノ

２
）。
こ
の
よ
う
な
同
法
の
規
定
に
加

え
て
、
上
記
の
よ
う
な
同
法
42
条
１
項

に
基
づ
く
承
認
の
効
果
に
照
ら
す
と
、

国
の
官
庁
は
、
変
更
後
の
設
計
の
概
要

に
よ
る
埋
立
て
に
つ
い
て
は
、
変
更
承

認
を
受
け
て
初
め
て
適
法
に
実
施
し
得

る
地
位
を
得
る
の
で
あ
っ
て
、
変
更
承

し
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
裁
量
権
の
範
囲

の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
に
当
た
る
と
認

め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

３　

本
件
各
申
請
の
内
容
の
必
要
性

に
関
す
る
判
断
の
適
否
を
検
討
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
前
提
と
し
て
、
沖
縄
防

衛
局
に
お
い
て
本
件
埋
立
事
業
の
う
ち

本
件
軟
弱
区
域
外
の
護
岸
造
成
工
事

（
本
件
護
岸
工
事
）
を
適
法
に
行
う
こ

と
が
で
き
た
か
が
問
題
と
な
る
。

公
有
水
面
の
埋
立
て
（
以
下
、
単
に

「
埋
立
て
」
と
い
う
。）
の
う
ち
国
が
行

う
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
有
水
面
埋
立

法
上
、
こ
れ
を
実
施
す
る
官
庁
に
お
い

て
、
設
計
の
概
要
等
の
所
定
の
事
項
を

記
載
し
た
願
書
を
都
道
府
県
知
事
に
提

出
し
（
同
法
42
条
３
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
２
条
２
項
）、
そ
の
承
認
を

受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
（
同
法
42

条
１
項
）、
都
道
府
県
知
事
は
、
同
法

４
条
１
項
各
号
の
要
件
に
適
合
す
る
と

認
め
る
場
合
を
除
い
て
は
、
こ
の
承
認

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い

る
（
同
法
42
条
３
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
４
条
１
項
）。
そ
の
趣
旨
は
、

公
有
水
面
を
所
有
す
る
国
（
同
法
１
条

認
が
さ
れ
る
ま
で
は
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
公
有
水
面
埋
立
法
上
、

国
の
官
庁
が
埋
立
て
の
承
認
を
受
け
た

後
に
設
計
の
概
要
を
変
更
す
る
必
要
が

生
じ
た
場
合
に
、
当
該
承
認
に
基
づ
く

工
事
を
中
断
す
べ
き
旨
の
規
定
は
設
け

ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
官
庁
は
、
変
更

承
認
を
受
け
て
い
な
い
段
階
で
あ
っ
て

も
、
当
該
変
更
に
関
す
る
部
分
に
含
ま

れ
な
い
範
囲
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
特

段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
当
初
の
願
書

に
記
載
さ
れ
た
設
計
の
概
要
に
基
づ
い

て
適
法
に
実
施
し
得
る
地
位
を
有
し
て

い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
前

記
第
１
の
２
（
５
）
の
と
お
り
、
本
件

指
示
の
時
点
で
は
、
本
件
埋
立
承
認
が

さ
れ
て
い
た
一
方
で
、
本
件
軟
弱
区
域

に
つ
い
て
本
件
埋
立
出
願
の
願
書
に
記

載
さ
れ
た
設
計
の
概
要
に
含
ま
れ
て
い

な
い
内
容
の
本
件
地
盤
工
事
を
追
加
し

て
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

い
た
が
、
上
記
特
段
の
事
情
が
あ
っ
た

こ
と
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。
そ
う
す
る

と
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
公
有
水
面
埋
立
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法
上
、
本
件
埋
立
事
業
の
う
ち
本
件
軟

弱
区
域
外
に
お
け
る
埋
立
て
に
関
す
る

工
事
で
あ
る
本
件
護
岸
工
事
を
適
法
に

実
施
し
得
る
地
位
を
有
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

４　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
件
指
示
の

時
点
で
本
件
各
申
請
の
内
容
に
必
要
性

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
上

告
人
の
判
断
に
つ
い
て
、
そ
の
適
否
を

検
討
す
る
。

上
告
人
は
、
本
件
さ
ん
ご
類
の
特
別

採
捕
許
可
に
関
す
る
裁
量
権
を
行
使
す

る
に
当
た
り
、
前
記
の
必
要
性
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
本
件
さ
ん

ご
類
の
一
定
割
合
の
死
滅
を
伴
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
移
植
を
正
当
化
し
得
る

事
情
と
し
て
、
普
天
間
飛
行
場
の
代
替

施
設
の
設
置
と
い
う
本
件
埋
立
事
業
の

目
的
が
達
成
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
こ

と
を
要
す
る
と
し
た
上
で
、
本
件
埋
立

事
業
の
埋
立
区
域
の
相
当
部
分
に
本
件

地
盤
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
本
件
指
示
の
時
点
で
は
、
こ
の

工
事
を
追
加
す
る
旨
の
本
件
変
更
申
請

す
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
上
記

見
込
み
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
考
慮
に
基
づ
き
、
前
記
の

環
境
保
全
措
置
が
採
ら
れ
る
限
り
、
水

産
資
源
の
保
護
培
養
等
を
図
る
と
い
う

漁
業
法
等
の
目
的
に
も
沿
う
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
前
記
第

１
の
２
（
７
）
の
と
お
り
、
本
件
各
申

請
の
目
的
は
、
本
件
図
書
の
根
拠
と
さ

れ
た
環
境
影
響
評
価
書
に
基
づ
く
環
境

保
全
措
置
の
実
施
に
あ
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
記
の
上
告

人
の
判
断
は
、
上
記
の
よ
う
な
本
件
護

岸
工
事
を
事
実
上
停
止
さ
せ
、
こ
れ
を

適
法
に
実
施
し
得
る
沖
縄
防
衛
局
の
地

位
を
侵
害
す
る
と
い
う
不
合
理
な
結
果

を
招
来
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。以

上
に
よ
れ
ば
、
前
記
の
上
告
人
の

判
断
は
、
当
然
考
慮
す
べ
き
事
項
を
十

分
に
考
慮
し
て
い
な
い
一
方
で
、
考
慮

す
べ
き
で
な
い
事
項
を
考
慮
し
た
結

果
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
著
し
く
妥
当

性
を
欠
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。５　

し
た
が
っ
て
、
本
件
指
示
の
時

点
で
、
上
告
人
に
お
い
て
本
件
各
申
請

の
内
容
に
必
要
性
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
裁
量
権

の
範
囲
の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
に
当
た

る
と
認
め
ら
れ
る
。
所
論
の
点
に
関
す

る
原
審
の
判
断
は
、
以
上
の
趣
旨
を
い

う
も
の
と
し
て
、
是
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
４　

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
論
旨
は
い
ず
れ
も

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
お
、

そ
の
余
の
上
告
受
理
申
立
て
理
由
は
、

上
告
受
理
の
決
定
に
お
い
て
排
除
さ
れ

た
。よ

っ
て
、
裁
判
官
宇
賀
克
也
、
同
宮

崎
裕
子
の
各
反
対
意
見
が
あ
る
ほ
か
、

裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文
の

と
お
り
判
決
す
る
。

裁
判
官
宇
賀
克
也
の
反
対
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
多
数
意
見
と
異
な
り
、
本
件

で
上
告
人
が
是
正
の
指
示
の
時
点
で
、

本
件
各
申
請
に
対
し
て
本
件
各
許
可
処

分
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
裁
量
権
の

範
囲
の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
と
し
て
違

法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
理
由
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ
く
承
認
が

な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
処
分
に
無
効
の

瑕
疵
が
あ
る
場
合
を
除
き
、事
業
者
は
、

承
認
を
受
け
た
設
計
の
概
要
に
従
っ
て

判
断
を
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、前
記
３
の
と
お
り
、

沖
縄
防
衛
局
は
、公
有
水
面
埋
立
法
上
、

本
件
護
岸
工
事
を
適
法
に
実
施
し
得
る

地
位
を
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
前
記
第

１
の
２
（
７
）
の
と
お
り
、
本
件
各
申

請
の
対
象
で
あ
る
本
件
さ
ん
ご
類
は
、

こ
の
工
事
の
予
定
箇
所
又
は
そ
の
近
辺

に
生
息
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
さ
ん
ご
類
は
適
法

に
実
施
し
得
る
本
件
護
岸
工
事
に
よ
り

死
滅
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
以
上
、
水

産
資
源
の
保
護
培
養
を
図
る
と
と
も
に

漁
業
生
産
力
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
漁

業
法
等
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
本
件
さ
ん
ご
類
を
避
難
さ
せ
る
べ

く
本
件
水
域
外
の
水
域
に
移
植
す
る
必

要
が
あ
っ
た
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

前
記
第
１
の
２
（
４
）
に
よ
れ
ば
、

本
件
図
書
を
添
付
し
て
さ
れ
た
本
件
埋

立
出
願
は
、
本
件
埋
立
承
認
に
よ
り
、

環
境
保
全
等
に
つ
き
十
分
配
慮
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
と
い
う
公
有
水
面
埋

立
法
４
条
１
項
２
号
の
要
件
に
適
合
す

る
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
設
計
の

概
要
に
含
ま
れ
る
本
件
護
岸
工
事
の
実

施
は
、
本
件
図
書
に
適
合
す
る
妥
当
な
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工
事
を
行
い
当
該
埋
立
事
業
を
完
成
さ

せ
る
法
的
地
位
を
有
す
る
。
し
か
し
、

海
底
等
の
情
報
が
不
確
実
な
段
階
で
審

査
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
か

ら
、
同
法
に
基
づ
く
承
認
の
要
件
は
、

承
認
の
時
点
で
確
実
に
判
断
す
る
こ
と

が
困
難
な
内
容
を
含
む
い
わ
ゆ
る
将
来

予
測
型
情
勢
判
断
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
の
た
め
、
設
計
の
概
要
の
変
更

が
制
度
上
予
定
さ
れ
て
い
る
（
同
法
13

条
ノ
２
、
42
条
）。

設
計
の
概
要
に
従
っ
た
工
事
を
行
っ

て
当
該
埋
立
事
業
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
不
可
能
な
こ
と
が
客
観
的
に
明
白
で

あ
る
と
い
う
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合

に
は
、
設
計
の
概
要
の
変
更
が
必
要
に

な
る
。
本
件
で
は
、
沖
縄
防
衛
局
が
実

施
設
計
の
た
め
の
海
底
地
盤
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
設
計
の
概
要
の
前
提

と
さ
れ
た
土
質
と
異
な
り
、
設
計
の
概

要
に
従
っ
た
工
事
を
実
施
し
た
場
合
、

埋
立
て
の
安
全
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
客
観
的
に
明
ら
か
に
な
り
、
同
局

も
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

本
件
で
は
、
是
正
の
指
示
が
な
さ
れ

た
時
点
で
は
、
変
更
承
認
の
申
請
は
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
変
更
が
客
観
的

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
の
目
的
を
踏
ま
え
て
、
各
法
令
に
お

け
る
許
認
可
等
の
要
件
該
当
性
を
判
断

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
同
一

の
公
共
事
業
に
つ
い
て
、
あ
る
法
令
に

基
づ
く
許
認
可
等
は
与
え
ら
れ
て
も
、

他
の
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
等
は
与
え

ら
れ
な
い
と
い
う
結
果
に
な
る
こ
と
も

当
然
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
本
件
に

お
い
て
も
、
公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ

く
承
認
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

特
別
採
捕
許
可
の
申
請
の
許
否
の
判
断

に
お
い
て
は
、
漁
業
法
等
そ
の
他
漁
業

に
関
す
る
法
令
と
あ
い
ま
っ
て
、
沖
縄

県
に
お
け
る
水
産
資
源
の
保
護
培
養
、

漁
業
調
整
等
を
図
る
こ
と
と
い
う
本
件

規
則
１
条
の
目
的
を
踏
ま
え
る
必
要
が

あ
る
。

本
件
各
申
請
に
係
る
さ
ん
ご
類
は
、

本
件
軟
弱
区
域
の
範
囲
外
に
存
在
す

る
。
し
か
し
、
本
件
軟
弱
区
域
の
箇
所

が
大
浦
湾
側
の
埋
立
事
業
全
体
の
わ
ず

か
な
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
を
除
い

て
工
事
を
完
成
さ
せ
て
も
埋
立
事
業
の

目
的
の
実
現
に
支
障
が
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
本
件
で
は
、
大
浦
湾
側

の
大
半
に
軟
弱
地
盤
が
存
在
し
て
い

に
見
て
お
よ
そ
実
現
不
可
能
な
場
合
に

は
、
当
該
埋
立
て
の
目
的
は
実
現
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
、
埋
立
工
事
の
続
行

は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
当
初
の

承
認
は
撤
回
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
件
の
場
合
に
は
、
是
正
の
指
示
の
時

点
に
お
い
て
、
変
更
が
客
観
的
に
見
て

お
よ
そ
実
現
不
可
能
と
ま
で
は
い
い
切

れ
ず
、
本
件
地
盤
工
事
の
対
象
区
域
外

に
あ
る
本
件
さ
ん
ご
類
の
移
植
の
た
め

の
特
別
採
捕
許
可
を
申
請
す
る
こ
と

が
、
そ
も
そ
も
許
さ
れ
な
い
と
ま
で
は

い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、以
下
の
理
由
か
ら
、

本
件
指
示
の
時
点
に
お
い
て
、
上
告
人

が
、
本
件
各
許
可
処
分
を
し
な
か
っ
た

こ
と
に
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
又
は
そ

の
濫
用
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

公
共
事
業
を
行
う
に
当
た
り
、
複
数

の
法
令
に
基
づ
く
異
な
る
許
認
可
等
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
き
わ
め

て
一
般
的
な
こ
と
で
あ
る
。
行
政
手
続

法
11
条
２
項
、
環
境
影
響
評
価
法
33
条

２
項
は
、
か
か
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を

前
提
に
し
た
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
許
認
可
等
の
許
否
を
判
断

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
変
更
申
請
が

不
承
認
に
な
っ
た
場
合
、
本
件
各
申
請

に
係
る
さ
ん
ご
類
の
生
息
箇
所
の
み
の

工
事
は
無
意
味
に
な
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
他
方
に
お
い
て
、
さ
ん
ご
類

の
移
植
は
極
め
て
困
難
で
、
移
植
を

行
っ
て
も
大
半
の
さ
ん
ご
類
が
死
滅
す

る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
さ
ん
ご
類
の
移

植
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
見
れ
ば
、
さ

ん
ご
類
に
重
大
か
つ
不
可
逆
的
な
被
害

を
生
じ
さ
せ
る
蓋
然
性
が
高
い
行
為
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と

に
鑑
み
る
と
、
本
件
各
許
可
処
分
を
行

う
べ
き
と
い
え
る
た
め
に
は
、
本
件
さ

ん
ご
類
の
移
植
を
基
礎
付
け
る
大
浦
湾

側
の
埋
立
事
業
が
実
施
さ
れ
る
相
当
程

度
の
蓋
然
性
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
件
変
更
申
請
が

拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
本
件
さ

ん
ご
類
の
移
植
は
無
駄
に
な
る
ば
か
り

か
、
移
植
さ
れ
た
さ
ん
ご
類
の
生
残
率

は
高
く
な
い
こ
と
等
か
ら
、
水
産
資
源

の
保
護
培
養
と
い
う
水
産
資
源
保
護
法

の
目
的
に
反
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

件
各
申
請
を
受
け
た
上
告
人
が
、
本
件

護
岸
工
事
と
い
う
特
定
の
工
事
の
み
に
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着
目
し
て
本
件
各
申
請
の
是
非
を
判
断

す
る
と
す
れ
ば
、「
木
を
見
て
森
を
見

ず
」
の
弊
に
陥
り
、
特
別
採
捕
許
可
の

制
度
が
設
け
ら
れ
た
趣
旨
に
反
す
る
結

果
を
招
か
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ

る
。す

な
わ
ち
、
本
件
各
申
請
に
対
す
る

判
断
を
す
る
に
当
た
り
、
本
件
変
更
申

請
が
承
認
さ
れ
る
蓋
然
性
は
、
要
考
慮

事
項
で
あ
り
、
そ
の
点
を
考
慮
す
る
こ

と
な
く
申
請
の
許
否
を
判
断
す
れ
ば
、

考
慮
す
べ
き
事
項
を
考
慮
し
な
か
っ
た

考
慮
不
尽
と
な
り
、
裁
量
権
の
範
囲
の

逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
と
な
っ
て
し
ま
う

と
考
え
ら
れ
る
。

本
件
指
示
の
時
点
に
お
い
て
は
、
設

計
の
概
要
の
変
更
承
認
の
申
請
は
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
原
審
の

確
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
約
66
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
わ
た
る
軟
弱
地
盤
の
改
良
工
事
の

た
め
に
は
、
当
初
の
設
計
の
概
要
に
比

べ
て
約
６
倍
の
量
の
砂
を
使
用
し
て
、

深
度
約
70
メ
ー
ト
ル
ま
で
杭
を
海
底
に

打
ち
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が

存
在
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
大
規
模
な

工
事
が
必
要
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

上
告
人
が
、
本
件
指
示
の
時
点
に
お
い

請
が
承
認
さ
れ
る
蓋
然
性
は
本
件
各
申

請
の
是
非
判
断
の
要
考
慮
事
項
で
あ
る

と
考
え
る
べ
き
理
由
に
つ
い
て
補
足
し

て
述
べ
る
。

１　

大
浦
湾
側
の
軟
弱
地
盤
が
判
明

し
た
影
響

原
判
決
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
次
の
と

お
り
認
め
ら
れ
る
。
本
件
で
は
、
本
件

埋
立
承
認
後
に
大
浦
湾
側
に
お
け
る
大

半
の
水
域
に
軟
弱
地
盤
が
存
在
す
る
こ

と
が
判
明
し
、
本
件
地
盤
工
事
を
実
施

し
な
け
れ
ば
、
大
浦
湾
側
の
埋
立
て
に

つ
い
て
所
定
の
安
全
性
を
確
保
で
き
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
件
地

盤
工
事
は
、
本
件
埋
立
出
願
の
願
書
に

記
載
さ
れ
た
設
計
の
概
要
（
以
下
「
当

初
の
設
計
の
概
要
」
と
い
う
。）
に
全

く
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
地
盤
改
良
工

事
で
あ
る
か
ら
、
公
有
水
面
埋
立
法
42

条
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
13
条

ノ
２
第
１
項
に
基
づ
き
、
当
初
の
設
計

の
概
要
に
本
件
地
盤
工
事
を
追
加
す
る

旨
の
変
更
承
認
を
受
け
な
い
限
り
、
こ

の
埋
立
て
を
施
行
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
結
果
、
大
浦
湾
側
の
埋
立
て

に
つ
い
て
は
、
本
件
軟
弱
区
域
の
埋
立

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
技
術
的
に
不

可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
本
件
地
盤
工

事
を
経
な
い
限
り
所
定
の
安
全
性
を
確

保
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
た
。
そ
し
て
、
本
件
指
示
の
時
点
で

は
、
変
更
承
認
の
申
請
す
ら
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
本
件
軟
弱
区
域
の
埋

立
工
事
を
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

未
だ
不
確
定
な
状
況
に
あ
っ
た
。

２　

本
件
変
更
申
請
が
承
認
さ
れ
る

蓋
然
性
は
本
件
各
申
請
の
是
非
判
断
の

要
考
慮
事
項
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
理

由
に
つ
い
て

（
１
）
本
件
各
申
請
は
、
大
浦
湾
側

の
埋
立
て
の
た
め
の
本
件
護
岸
工
事
を

実
施
す
る
の
に
伴
う
本
件
さ
ん
ご
類
の

採
捕
に
つ
い
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

沖
縄
防
衛
局
は
、
こ
の
埋
立
て
に
つ
い

て
本
件
埋
立
承
認
を
受
け
て
お
り
、
本

件
埋
立
承
認
は
本
件
指
示
の
時
点
に
お

い
て
有
効
に
存
続
し
て
い
た
か
ら
、
本

件
護
岸
工
事
を
適
法
に
実
施
し
得
る
法

的
地
位
を
有
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
私
も
異
議
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
多
数
意
見
が
、
そ
の
点

を
指
摘
し
た
上
で
、本
件
埋
立
出
願
は
、

本
件
埋
立
承
認
に
よ
り
環
境
保
全
等
に

つ
き
十
分
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

て
、
本
件
各
申
請
を
許
可
す
べ
き
か
否

か
判
断
で
き
な
い
と
し
た
こ
と
は
、
要

考
慮
事
項
を
考
慮
す
る
た
め
の
情
報
が

十
分
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
上
告
人
の
責

に
帰
す
べ
き
事
案
で
あ
る
と
は
い
え
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
指
示
の
時
点

に
お
い
て
、
上
告
人
が
本
件
各
許
可
処

分
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
裁
量
権
の
範

囲
の
逸
脱
又
は
そ
の
濫
用
に
当
た
る
と

ま
で
は
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
は
、
本
件

指
示
の
時
点
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
変

更
承
認
の
申
請
す
ら
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
要
考
慮
事
項
を
考
慮
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
上
告
人
が
本
件
各
申
請
に

つ
い
て
、
同
時
点
ま
で
に
許
可
を
し
な

か
っ
た
こ
と
に
違
法
性
が
な
い
と
い
う

に
と
ど
ま
り
、
本
件
変
更
申
請
が
承
認

さ
れ
た
場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
が
な

い
限
り
、
本
件
各
許
可
処
分
が
さ
れ
る

べ
き
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

裁
判
官
宮
崎
裕
子
の
反
対
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
宇
賀
裁
判
官
の
反
対
意
見
に

全
面
的
に
同
調
す
る
が
、
本
件
変
更
申
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と
と
い
う
公
有
水
面
埋
立
法
４
条
１
項

２
号
の
要
件
（
以
下
「
２
号
要
件
」
と

い
う
。）
に
適
合
す
る
と
判
断
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
挙
げ
て
、
当
初
の
設
計
の

概
要
に
含
ま
れ
て
い
る
本
件
護
岸
工
事

の
実
施
は
、
本
件
図
書
に
適
合
す
る
妥

当
な
環
境
保
全
措
置
が
採
ら
れ
る
限

り
、
漁
業
法
等
の
目
的
に
も
沿
う
も
の

で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
部
分
に
は
賛

成
で
き
ず
、
本
件
護
岸
工
事
の
実
施
に

伴
う
本
件
さ
ん
ご
類
の
採
捕
が
漁
業
法

等
の
目
的
に
沿
う
か
否
か
の
判
断
に
お

い
て
は
本
件
変
更
申
請
が
承
認
さ
れ
る

蓋
然
性
が
要
考
慮
事
項
で
あ
る
と
考
え

る
。
以
下
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。

（
２
）
公
有
水
面
埋
立
法
４
条
１
項

２
号
は
、
そ
の
文
理
上
、
埋
立
て
の
た

め
の
個
々
の
工
事
で
は
な
く
、「
埋
立
」

が
２
号
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
を
求
め

る
規
定
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、

辺
野
古
崎
を
挟
ん
で
東
側（
大
浦
湾
側
）

と
南
側
を
ま
と
め
て
一
つ
の
水
域
（
本

件
水
域
）
と
す
る
埋
立
て
（
本
件
埋
立

事
業
）
に
つ
い
て
本
件
埋
立
承
認
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
埋
立
区
域
の
面
積
と

い
う
点
で
は
前
者
が
後
者
よ
り
も
か
な

り
広
く
、
埋
立
て
の
容
積
と
い
う
点
で

号
要
件
適
合
性
の
判
断
の
対
象
た
る
べ

き
埋
立
て
の
特
定
を
欠
く
状
態
で
あ
っ

た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
大
浦
湾
側

の
埋
立
て
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
で
き

る
か
否
か
は
変
更
承
認
が
得
ら
れ
る
か

否
か
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

変
更
承
認
の
申
請
の
審
査
に
お
い
て

は
、
公
有
水
面
埋
立
法
13
条
ノ
２
第
２

項
に
お
い
て
同
法
４
条
１
項
が
準
用
さ

れ
る
の
で
、
申
請
に
係
る
埋
立
て
に
つ

い
て
２
号
要
件
適
合
性
が
改
め
て
判
断

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ

る
。
本
件
指
示
の
時
点
で
は
変
更
承
認

の
申
請
す
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
変
更
申

請
の
対
象
と
な
る
「
埋
立
」
に
含
ま
れ

る
大
浦
湾
側
の
埋
立
て
が
２
号
要
件
に

適
合
す
る
か
否
か
は
、
本
件
指
示
の
時

点
で
は
不
明
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。

（
４
）
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本

件
指
示
の
時
点
で
は
、
大
浦
湾
側
の
埋

立
て
が
２
号
要
件
に
適
合
す
る
と
判
断

し
た
本
件
埋
立
承
認
が
形
式
的
に
は
有

効
に
存
在
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の

埋
立
て
自
体
が
不
確
定
な
状
況
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
か
か
る
判
断
の
対
象

も
、（
軟
弱
地
盤
部
分
を
考
慮
す
る
と
）

前
者
が
後
者
よ
り
も
圧
倒
的
に
大
き
い

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
地

形
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
の
埋
立

て
が
相
互
に
影
響
し
合
う
関
係
に
は
な

い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
現
に
南
側
の

埋
立
て
は
、
当
初
の
設
計
の
概
要
に

従
っ
て
施
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
軟
弱
地
盤
が
相
当
広
域
に
わ

た
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
大
浦
湾
側
の
埋
立
て
に
つ
い
て

は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
本
件
地
盤
工

事
を
実
施
し
な
け
れ
ば
所
定
の
安
全
性

を
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
安
全

性
の
確
保
と
２
号
要
件
中
の
災
害
防
止

へ
の
配
慮
と
の
間
に
は
社
会
通
念
上
関

連
性
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
件
指
示
の

時
点
に
お
い
て
は
、
大
浦
湾
側
の
埋
立

て
は
上
記
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
こ
と
が
強
く
推
認
で
き
る

と
い
え
る
。

の
み
な
ら
ず
、
大
浦
湾
側
の
埋
立
て

に
つ
い
て
は
、
埋
立
て
自
体
が
不
確
定

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
か
ら
、
本
件
指
示
の
時
点
で
は
、
２

で
あ
る
埋
立
て
の
設
計
の
概
要
の
変
更

（
特
に
当
初
の
設
計
の
概
要
に
は
全
く

含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
本
件
地
盤
工
事

を
大
浦
湾
側
の
大
半
に
お
い
て
行
う
と

い
う
大
幅
な
変
更
）を
余
儀
な
く
さ
れ
、

そ
の
埋
立
て
を
行
う
た
め
に
は
変
更
承

認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本

件
埋
立
承
認
に
お
い
て
な
さ
れ
た
２
号

要
件
適
合
性
の
判
断
は
実
質
的
に
は
無

意
味
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
既
に
述
べ
た
と
お
り
２

号
要
件
適
合
性
は
「
埋
立
」
に
つ
い
て

判
断
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
軟
弱
地
盤
の

存
在
が
あ
る
限
り
、
本
件
護
岸
工
事
だ

け
で
施
行
で
き
る
（
つ
ま
り
変
更
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
本
件
地
盤
工
事
な
し
の
）
埋
立
て
と

い
う
も
の
を
観
念
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。確

か
に
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
本
件
護

岸
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
法
的
地

位
を
有
す
る
か
ら
、
他
の
法
令
に
違
反

し
な
い
限
り
は
、
当
該
工
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
と
は
い
え
る
が
、
そ
の
よ

う
な
法
的
地
位
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で

本
件
規
則
に
よ
る
造
礁
さ
ん
ご
類
の
採
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捕
禁
止
の
適
用
除
外
や
特
別
採
捕
許
可

を
受
け
ら
れ
る
と
解
す
べ
き
法
的
根
拠

は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
し
て
、
上
記
で

述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
埋
立
承
認
に
係

る
大
浦
湾
側
の
埋
立
て
自
体
が
不
確
定

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
以
上
、
形
式
的

に
は
と
も
か
く
、
実
質
的
に
は
、
本
件

各
申
請
の
時
点
に
お
い
て
も
本
件
指
示

の
時
点
に
お
い
て
も
、
も
は
や
か
か
る

不
確
定
な
埋
立
て
が
２
号
要
件
に
適
合

し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。（

５
）
そ
う
す
る
と
、
本
件
護
岸
工

事
に
伴
う
本
件
さ
ん
ご
類
の
採
捕
が
本

件
規
則
41
条
１
項
の
「
試
験
研
究
等
」

に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て

は
、
通
常
の
場
合
の
よ
う
に
公
有
水
面

埋
立
法
42
条
１
項
に
基
づ
く
承
認
に
お

い
て
埋
立
て
が
２
号
要
件
に
適
合
し
て

い
る
と
さ
れ
た
判
断
が
正
し
い
こ
と
を

所
与
の
前
提
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
本
件
の
よ
う
に
埋

立
て
の
承
認
を
受
け
た
後
で
当
初
の
設

計
の
概
要
に
含
ま
れ
て
い
た
工
事
の
大

半
の
実
施
が
技
術
的
に
不
可
能
な
状
況

に
な
っ
た
た
め
に
埋
立
て
が
不
確
定
な

状
況
に
な
り
、
変
更
承
認
を
受
け
な
い

採
捕
が
本
件
埋
立
承
認
を
受
け
た
埋
立

て
に
伴
う
環
境
保
全
措
置
と
し
て
の

「
試
験
研
究
等
」
に
当
た
る
か
否
か
は
、

形
式
的
に
で
は
な
く
実
質
的
に
な
さ
れ

て
こ
そ
初
め
て
漁
業
法
等
の
趣
旨
、
目

的
に
適
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

大
浦
湾
側
の
軟
弱
地
盤
に
よ
っ
て
生
じ

た
埋
立
て
の
不
確
定
性
が
変
更
承
認
に

よ
っ
て
解
消
さ
れ
、
そ
の
埋
立
て
が
２

号
要
件
に
適
合
す
る
と
判
断
さ
れ
る
相

当
の
蓋
然
性
が
あ
る
か
否
か
に
よ
る
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
す
る
と
、

埋
立
て
が
で
き
る
蓋
然
性
、す
な
わ
ち
、

当
初
の
設
計
の
概
要
の
変
更
に
つ
い
て

公
有
水
面
埋
立
法
42
条
３
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
13
条
ノ
２
に
よ
り
承
認

さ
れ
る
蓋
然
性
が
あ
る
か
を
考
慮
す
る

こ
と
は
、
本
件
さ
ん
ご
類
の
採
捕
が
適

法
な
埋
立
て
に
伴
う
環
境
保
全
措
置
と

評
価
で
き
る
か
否
か
に
直
結
す
る
重
要

な
考
慮
事
項
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。公

有
水
面
埋
立
法
42
条
１
項
に
基
づ

く
承
認
を
受
け
た
埋
立
て
に
伴
う
環
境

保
全
措
置
と
し
て
の
採
捕
が
本
件
規
則

41
条
１
項
の
「
試
験
研
究
等
」
に
含
ま

れ
る
と
す
る
解
釈
は
、
か
か
る
埋
立
て

が
承
認
に
従
っ
て
施
行
で
き
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
上
で
２
号
要
件
に
適
合
す

る
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
て
こ
そ
妥
当

な
の
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
に
埋
立
て

自
体
が
不
確
定
な
状
況
と
な
り
、
埋
立

て
を
施
行
す
る
た
め
に
は
変
更
承
認
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に

は
、
も
は
や
本
件
埋
立
承
認
時
に
な
さ

れ
た
２
号
要
件
に
適
合
す
る
と
い
う
判

断
の
実
質
的
な
意
味
は
失
わ
れ
た
と
い

う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
形
式
的
に
か
か

る
判
断
が
な
さ
れ
た
本
件
埋
立
承
認
が

有
効
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
だ
け
を
理

由
と
し
て
、
採
捕
が
漁
業
法
等
の
目
的

に
沿
う
環
境
保
全
措
置
に
該
当
す
る
と

判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
７
）
最
後
に
、
念
の
た
め
に
い
う 

と
、
私
も
、
宇
賀
裁
判
官
の
反
対
意
見

と
同
じ
く
、
本
件
変
更
申
請
が
承
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い

限
り
、
本
件
各
許
可
処
分
が
さ
れ
る
べ

き
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

林
道
晴　

裁
判

官　

戸
倉
三
郎　

裁
判
官　

宮
崎
裕
子

裁
判
官　

宇
賀
克
也　

裁
判
官　

長
嶺

安
政
）

限
り
そ
の
埋
立
て
を
施
行
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
埋
立
て
の
承
認
自
体
は
無
効

に
も
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
取
り
消

さ
れ
て
も
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
承

認
に
お
い
て
な
さ
れ
た
２
号
要
件
適
合

性
の
判
断
は
実
質
的
に
は
無
意
味
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
か
ら

で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の

承
認
に
係
る
設
計
の
概
要
に
含
ま
れ
て

い
た
一
部
工
事
の
実
施
に
伴
う
造
礁
さ

ん
ご
類
の
採
捕
に
特
別
採
捕
許
可
を
与

え
る
こ
と
が
そ
の
埋
立
て
に
伴
う
環
境

保
全
措
置
と
し
て
な
さ
れ
る
「
試
験
研

究
等
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
水
産

資
源
の
保
護
培
養
等
を
図
る
と
い
う
漁

業
法
等
の
目
的
に
も
沿
う
と
い
え
る
た

め
に
は
、
そ
も
そ
も
本
件
護
岸
工
事
が

目
的
と
し
て
い
る
は
ず
の
埋
立
て
が
で

き
る
と
い
え
る
か
、
か
か
る
埋
立
て
が

２
号
要
件
に
適
合
し
て
い
る
か
を
、
本

件
規
則
の
目
的
に
照
ら
し
て
実
質
的
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
６
）
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
上
記

１
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
、
変
更
承
認

の
申
請
前
に
な
さ
れ
た
本
件
各
申
請
の

審
査
に
お
い
て
は
、
本
件
さ
ん
ご
類
の


